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一
般
会
計
補
正
予
算
で
は

主
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

費
が
12
月
５
日
の
時
点
で
、

昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る

２
億
７
千
万
円
に
達
し
て
お

り
、
今
後
年
末
に
か
け
て

さ
ら
に
寄
附
額
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
返
礼
品
や
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
へ
の
積
立

金
な
ど
関
連
費
用
と
し
て

２
億
５
２
９
８
万
円
を
追
加

補
正
し
て
い
ま
す
。

委
託
料
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。ふ

る
さ

と
納
税

さ
れ
た
方
へ
の
返
礼
品
を
、

各
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

す
る
際
の
委
託
料
と
な
り

ま
す
。２

８
０
０
万
円
ほ
ど

の
委
託
料
だ
が
、
妥

当
な
数
字
か
。

現
在
、

４
つ
の

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
各
自
治
体

が
同
じ
委
託
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
妥
当
な
数
字
と

思
い
ま
す
。

基
金
積
立
金
は
、
寄

附
額
の
何
％
を
積
み

立
て
る
の
か
。

寄
附
額

の
50
％

　
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な

い
現
状
で
は
、
全
国
民
を
対

象
と
す
る
支
援
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
今
回
の
給
付
金
は
、
国
が

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
真
に
支
援
が

必
要
な
方
に
行
き
届
い
て
い

る
と
は
到
底
考
え
に
く
い
。

　

ま
た
、
所
得
制
限
は
設

け
て
い
る
も
の
の
年
収
が

９
６
０
万
程
度
の
保
護
者
が

子
育
て
に
支
援
が
必
要
と
は

考
え
に
く
い
。
取
っ
て
付
け

た
所
得
制
限
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
さ
ら
に
５
万
円
分
を
「
ク

ー
ポ
ン
」
に
す
る
こ
と
で
経

費
が
９
０
０
億
以
上
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
経

費
を
生
活
困
窮
者
や
夢
を
持

ち
勉
学
に
励
む
大
学
生
の
支

援
拡
充
に
使
用
す
べ
き
で
あ

る
と
強
く
思
う
。

を
積
立
し
ま
す
。

寄
附
を
さ
れ
た
方
は

使
途
を
指
定
で
き
る

が
、
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
寄

附
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

今
後
の

財
政
状

況
を
考
え
、
必
要
な
事
業
に

充
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対

し
、
１
人
当
た
り
10
万
円
相

当
の
給
付
を
行
う
こ
と
と
し

た
臨
時
特
別
給
付
金
を
追
加

し
た
専
決
処
分
を
承
認
し
ま

し
た
。

　　

令
和
３
年

令
和
３
年
1212
月
定
例
会
が

月
定
例
会
が
1212
月月
１１
日
か
ら

日
か
ら
1414
日
ま
日
ま

でで
のの
1414
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
と
し
て
、

　
今
議
会
で
は
、町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
と
し
て
、

条
例
の
一
部
改
正
が
４
件
、専
決
処
分
の
承
認
が
１
件
、

条
例
の
一
部
改
正
が
４
件
、専
決
処
分
の
承
認
が
１
件
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
が
３
件
、
そ
の
他

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
が
３
件
、
そ
の
他

の
議
案
が
３
件
の
計

の
議
案
が
３
件
の
計
1111
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
大
幅
増
に

主
な
質
疑

主
な
質
疑

討　
　

論

問

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

反反
対対
討討
論論

1212月月
定例会定例会

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
　会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
　尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますのでご了承ください。

　　福岡県鞍
く ら て ま ち

手町

ふるさと納税で鞍手町を応援してください

ふるさと応援寄附

令和３年 10 月改訂　

● 

一
般
会
計
補
正
予
算　
３
億
５
９
０
２
万
円
を
追
加

問政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

問問

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

 

子
育
て
世
帯
給
付
金
を
承
認

● 

専
決
処
分
の
承
認　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
０
９
３
万
円
を
追
加

▲ふるさと応援寄附金の返礼品カタログ

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長
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添
田　
政
勝

野
口
美
恵
子

田
中
二
三
輝

宇
田
川　
亮

新
谷　
留
晴

篠
原　
哲
哉

有
働　
徳
仁

栗
田　
美
和

許
斐　
英
幸

西
藤　
典
子

的
野　
信
之

須
山
由
紀
生

議決
結果

国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
専決処分の承認（令和３年度一般会計補正予算
第６号） ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 承認

令和３年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和３年度国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工場等設置奨励に関する条例に基づく令和３年
度固定資産税の課税免除 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
庁舎等建設事業　鞍手町庁舎等建設地造成工事

（１工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ 可決
庁舎等建設事業　鞍手町庁舎等建設地造成工事

（２工区）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和３年第８回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
議長は裁決には加わりません。○は賛成、●は反対を表しています。

納税義務者 課税免除額 課税免除年度
新増設　
の区分

タカラスタンダード㈱ 1,212,300 第１年度 増設

大和ハウス工業㈱ 657,100 第２年度 増設

㈱サンテック 1,310,100 第 3 年度 増設

㈱サンテック 508,000 第 2 年度 増設

㈱サンテック 145,500 第 1 年度 増設

事
業
所
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

　

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
令
和

３
年
度
分
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の
申
請
が
３
社

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
で
は
、
町
内
の

事
業
所
が
工
場
等
の
新
設
又
は
増
設
を
行
い
、
産
業

の
振
興
と
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
対
し
、
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
が
３
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
与

党
関
係
の
国
会
議
員
か
ら

「
現
金
給
付
よ
り
経
費
が
か

さ
む
の
は
や
む
を
得
な
い
。」

と
の
発
言
は
国
民
感
覚
と
大

き
な
ず
れ
を
感
じ
る
。

　
今
回
の
国
の
政
策
は
明
確

な
指
針
も
な
く
十
分
に
検
討

さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い

「
バ
ラ
マ
キ
政
策
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、、政
府
が
急
に
「
現

金
10
万
円
の
一
括
給
付
を
視

野
に
入
れ
る
。」
と
言
い
出

し
た
こ
と
は
、
国
の
明
確
な

指
針
が
な
い
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。

　
国
の
方
針
が
確
定
し
て
い

な
い
「
バ
ラ
マ
キ
政
策
」
の

一
部
を
執
行
し
、
既
成
事
実

化
す
る
議
案
第
93
号
一
般
会

計
補
正
予
算
第
６
号
に
対
し

て
は
承
認
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
田
中　
二
三
輝

※
子
育
て
世
帯
給
付
金
は
当

初
５
万
円
の
現
金
と
ク
ー
ポ

ン
で
合
計
10
万
円
の
給
付
予

定
で
し
た
が
、議
会
閉
会
後
、

現
金
で
の
10
万
円
の
一
括
給

付
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

議　員　名

議　案　名
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

３人が３人が
一般質問一般質問

１．１．西西
さい と うさ い と う

藤藤 典典
の り この り こ

子子　議員議員・・・・・・・・・・・５・・・・・・・・・・・５

・インフルエンザワクチンの予防接種について・インフルエンザワクチンの予防接種について

・被災時の町営住宅入居について・被災時の町営住宅入居について

・ジェンダー平等の実現について・ジェンダー平等の実現について

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

３．３．野野
の ぐ ちの ぐ ち

口口美美
み え こみ え こ

恵子恵子　議員議員・・・・・・・・・・・７・・・・・・・・・・・７

・防災対策について・防災対策について

・小・中学校で使用しているタブレット端末について・小・中学校で使用しているタブレット端末について

２．２．宇宇
う た が わう た が わ

田川田川　　亮亮
あきらあきら

　議員議員・・・・・・・・・・・６・・・・・・・・・・・６

・新くらて病院の開業について・新くらて病院の開業について

・プラスチックリサイクル業のＭ社について・プラスチックリサイクル業のＭ社について

・古月小学校下の通学路の環境整備について・古月小学校下の通学路の環境整備について
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児
童
生
徒
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
実
施
予
定
は
？

今
年
度
は
予
定

あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
、

任
意
予
防
接
種
費
用

補
助
の
申
請
者
数
は
。昨

年
は

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
中

で
、
生
後
６
か
月
か
ら
18
歳

学
年
齢
を
対
象
に
、
１
人
当

た
り
４
千
円
を
上
限
に
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
申

請
者
は
８
２
５
人
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
進
ん
で
い
な
い
児
童
生
徒

等
へ
は
、
本
年
度
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
任

意
予
防
接
種
費
用
補
助
が

必
要
で
は
な
い
か
。
昨
年

２
１
９
２
人
分
の
予
算
が
つ

け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
残
額

を
今
年
に
活
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

昨
年
度
は
当

初
、
臨
時
交
付

金
、
財
政
調
整
基
金
で
充
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
中
で
処
理
し
て
い
ま

す
。
従
っ
て
今
年
度
に
つ
い

て
は
実
施
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。福

岡
県
の
先
進
的
対

応
で
女
性
副
町
長
が

就
任
さ
れ
、
女
性
職
員
登
用

の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
の
達
成
目
標
の

実
現
は
。

平
成
28
年
４
月

に
策
定
し
た
特

定
事
業
主
行
動
計
画
で
は
、

令
和
６
年
度
ま
で
に
係
長
級

以
上
の
女
性
職
員
の
割
合

を
、
平
成
27
年
度
の
実
績
約

17
％
か
ら
８
％
引
き
上
げ
、

25
％
に
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

内
容
と
し
て
、
女
性
職
員
を

人
事
、
財
政
、
政
策
、
地
域

振
興
と
多
様
な
ポ
ス
ト
に
積

極
的
に
配
置
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

お
け
る
各
役
職
段
階
の
女
性

職
員
の
人
数
と
そ
の
割
合

は
、
課
長
級
12
名
の
う
ち
２

名
、
課
長
補
佐
級
３
名
の
う

ち
２
名
、
係
長
級
31
名
の
う

ち
４
名
、
全
体
と
し
て
係
長

級
以
上
46
名
の
う
ち
８
名
で

17
・
４
％
で
す
。
令
和
２
年

度
と
比
較
し
て
、
人
数
で
は

係
長
級
で
１
名
増
員
、
全
体

で
も
１
名
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
に
向
け

て
も
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

前
議
会
で
も
取
り
上

げ
た
が
、
女
性
特
有

の
負
担
を
社
会
全
体
で
解
消

す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
学

校
は
じ
め
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
の
個
室
に
、
必
需
品
と
し

て
生
理
用
品
を
配
置
す
べ
き

で
は
。

学
校
の
中
で
生

理
用
品
を
ど
う

扱
う
か
。
福
岡
県
で
は
県
の

ほ
か
、
市
が
12
団
体
、
町
が

４
団
体
中
３
団
体
で
基
本
的

に
は
備
蓄
を
充
当
し
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
備
蓄
を
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ

も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲「生理の貧困」に係る地方公共団体の取り組みにおける工夫と効果
（内閣府男女共同参画局）

西藤　典子 議員

問

問

問町町  

長長

問

保
険
健
康
課
長

保
険
健
康
課
長

問

問
児
童
生
徒
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

児
童
生
徒
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種
実
施
予
定
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種
実
施
予
定
は
？

  

「
今
年
度
は
予
定
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
今
年
度
は
予
定
あ
り
ま
せ
ん
。」

町
長
町
長

町町  

長長
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

　
　
　
　
実
現
に
つ
い
て

町町  

長長

町町  

長長

そ
の
ほ
か
、
被
災
時
の
町

営
住
宅
入
居
に
つ
い
て
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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古
月
小
下
の
西
川
沿

い
町
道
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
昨
年
よ
り
状
況

が
悪
化
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
後
の
対
策
は
。

昨
年
、

質
問
い

た
だ
い
た
後
、
定
期
的
な
巡

回
を
行
い
、
町
道
に
は
み
出

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
敷

地
内
に
戻
し
、
土
地
所
有
者

に
会
え
た
際
に
は
環
境
改

善
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
や
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
に
再
度
相
談

し
ま
し
た
が
、
警
察
も
現
段

階
で
は
手
が
出
せ
な
い
。
環

境
事
務
所
も
、
根
気
強
く
お

願
い
す
る
し
か
な
い
と
の
回

答
で
し
た
。　

今
後
も
定
期
的
な
巡
回

を
行
い
、
土
地
所
有
者
へ
環

境
改
善
の
要
求
を
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
間
薬
局
が
く
ら
て

病
院
の
敷
地
内
に
建

て
ら
れ
た
経
緯
は
。
他
に
同

様
の
例
は
あ
る
の
か
。

地
方
独
立
行
政

法
人
法
に
よ
り
、

法
人
の
業
務
運
営
に
お
け
る

自
主
性
を
発
揮
し
判
断
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
私
が
運
営

等
に
つ
い
て
言
及
す
る
立
場

に
な
い
こ
と
は
理
解
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
民
間
薬
局
を

公
有
地
に
建
て
た
経
緯
に
つ

い
て
、
新
病
院
の
建
設
用
地

の
所
有
権
は
、
最
終
的
に
く

ら
て
病
院
が
保
有
す
る
も
の

で
あ
り
経
営
的
か
つ
利
用
者

の
利
便
性
等
を
考
慮
し
て
、

敷
地
内
に
民
間
の
調
剤
薬
局

を
誘
致
す
る
判
断
に
至
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

他
の
同
様
の
例
と
し
て
、

地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中

央
病
院
や
北
九
州
市
立
八
幡

病
院
、
熊
本
市
民
病
院
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

民
間
薬
局
が
公
的
病

院
の
敷
地
内
に
あ
る

の
は
お
か
し
い
の
で
は
と
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

な
ぜ
、
く
ら
て
病
院
で
薬

局
を
建
て
な
か
っ
た
の
か
。

保
険
薬
局
お
よ

び
保
険
薬
剤
師

療
養
担
当
規
則
に
よ
り
、
保

険
医
療
機
関
と
一
体
的
な
経

営
は
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

案
内
表
示
や
通
路
の

手
す
り
、
急
患
の
対

応
な
ど
改
善
し
て
ほ
し
い
点

な
ど
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

利
用
者
の
意
見
を
聞
い

て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
が
。

患
者
さ
ん
の
意

見
を
聴
取
す
る

の
は
私
自
身
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
病
院
側

に
伝
え
ま
す
。

煙
の
フ
ー
ド
を
つ
け

る
と
会
社
側
が
約
束

し
て
１
年
半
が
経
つ
が
未

だ
に
改
善
さ
れ
て
な
い
。

そ
の
後
の
指
導
改
善
は
。

現
在
、

別
の
業

者
が
事
業
を
承
継
し
、
改

善
要
望
等
に
つ
い
て
も
引

継
ぎ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

製
品
は
中
国
製
で
中
国

の
技
術
者
が
来
日
し
な
け

れ
ば
取
付
け
お
よ
び
稼
働

が
で
き
な
い
と
い
う
状
況

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

町
と
し
て
法
的
根
拠
に

基
づ
い
た
強
制
措
置
を
と

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

近
隣
住
民
の
状
況
を
伝
え
、

環
境
改
善
の
要
求
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

問

町町  

長長

問

町町  

長長

町町  

長長

問

問
町長町長

古月小学校下通学路の古月小学校下通学路の
　　　　　　　　　廃棄物の改善を　　　　　　　　　廃棄物の改善を

「当事者へ指導します。」「当事者へ指導します。」

宇田川　亮 議員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
業
の
Ｍ
社
に
つ
い
て

問

農
政
環
境
課
長

農
政
環
境
課
長

新
く
ら
て
病
院
の

　
　
　
　
開
業
に
つ
い
て

農
政
環
境
課
長

農
政
環
境
課
長

▲地方独立行政法人くらて病院
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近
隣
市
町
に
は
海
抜

表
示
、
あ
る
い
は
電

柱
や
掲
示
板
に
浸
水
の
表
示

が
あ
る
が
、
鞍
手
町
に
は
あ

る
の
か
。

海
抜
や
浸
水
の

表
示
に
関
す
る

看
板
等
の
設
置
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。近

年
各
地
で
洪
水
災

害
が
相
次
ぎ
、
近
隣

の
市
で
は
設
置
さ
れ
て
お

り
、
同
じ
遠
賀
川
沿
い
に
あ

る
鞍
手
町
で
も
浸
水
想
定
区

域
の
電
柱
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
毎
年
水
害
で
浸
水
し
て
い

る
地
区
の
方
か
ら
も
要
望
が

出
て
お
り
、
鞍
手
町
に
は
遠

賀
川
だ
け
で
は
な
く
西
川
も

あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
か
ら
近

い
居
住
地
の
人
た
ち
に
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

想
定
浸
水
深
に

い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
、
表
示
板
等
の
設
置

を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
設
置
す
る
こ
と
が
必
要

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

利
用
に
必
要
な
パ
ス

ワ
ー
ド
等
の
管
理
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

端
末
の
Ｉ
Ｄ
や

パ
ス
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
個
別
の
も
の
を
付

与
し
て
お
り
、
こ
の
Ｉ
Ｄ
や

パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
は
日
頃

か
ら
自
分
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は

誰
に
も
教
え
な
い
よ
う
に
、

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
よ

う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
使
用
状

況
は
ど
の
よ
う
な
チ

ェ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

児
童
生
徒
が
学

校
で
使
用
す
る

と
き
に
は
、
学
校
で
フ
ィ
ル

タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
有
害
ソ
フ
ト
な
ど
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
有
害
サ
イ

ト
の
閲
覧
は
出
来
な
い
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
使

用
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
の

履
歴
を
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

近
隣
市
町
で
は
教
職

員
の
研
修
会
も
実
施

し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
鞍
手
町
で
は
そ
の

予
定
は
。

教
職
員
の
研
修

に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
学
校
か
ら
教
務
主
任

を
代
表
と
し
て
招
集
い
た
し

ま
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委

員
会
を
５
月
に
立
ち
上
げ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
必
要
な
調
査

及
び
研
修
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
毎
月

行
っ
て
い
る
校
長
会
議
で

も
、
そ
の
内
容
を
検
証
し
教

職
員
全
体
の
資
質
向
上
に
向

け
た
取
組
に
つ
な
が
っ
て
お

り
ま
す
。

問
  

　　
浸
水
深
の
看
板
設
置
の
考
え
は

浸
水
深
の
看
板
設
置
の
考
え
は
？？

　　「
設
置
の
必
要
が
あ
る
か

「
設
置
の
必
要
が
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」」

町
長
町
長

野口美恵子 議員

町町  

長長

問 問

問問

問

町町  

長長

小
・
中
学
校
で
使
用
し
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

つ
い
て

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

▲浸水想定深表示板のイメージ
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■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
136
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

発
行
責
任
者

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

議
会
議
長

星　
　
　
正　
彦

星　
　
　
正　
彦

委
員
長

委
員
長

野　

口　

美
恵
子

野　

口　

美
恵
子

副
委
員
長

副
委
員
長

西

藤

典

子

西

藤

典

子

委

員

委

員

有

働

徳

仁

有

働

徳

仁

委

員

委

員

新

谷

留

晴

新

谷

留

晴

委

員

委

員

委

員

委

員

添

田

政

勝

添

田

政

勝

的

野

信

之

的

野

信

之

令
和
３
年
は
コ
ロ
ナ
に
追
わ
れ

た
１
年
で
し
た
。

夏
が
過
ぎ
、
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
出
現
で
令
和
４
年
も

油
断
で
き
な
い
状
況
で
す
。

議
会
に
お
い
て
も
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
町
民
の

皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
笑
顔
溢
れ
る
１
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
添
田　
政
勝

新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について新型コロナウイルス対策に関する議会の傍聴について
　新型コロナウイルス感染症対策として、議会の傍聴については極力ご遠慮をお願いしております。町
民の皆様にはご迷惑をおかけしお詫び申し上げます。しかし、未だコロナウイルスは収束せず、３月議
会も同様に下記の項目についてご協力いただきますようお願いいたします。
１．発熱や咳等の症状があるなど体調がすぐれない方は傍聴をご遠慮
　　ください。
２．マスクを着用し咳エチケットにご配慮ください。
３．備え付けの手指消毒液で消毒したうえで傍聴してください。
４．本会議の傍聴席は通常 30 名を最大 10 名通常 30 名を最大 10 名に制限させていただきます。
　傍聴をご希望の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
※なお、新型コロナウイルス感染症については日々状況が変化しており、それに伴い対応方針（開会時間、
　日程等）が変更する場合がありますのでホームページ等で随時お知らせいたします。

問い合わせ　議会事務局　☎42局 2111番（内線331）

新年のごあいさつ
　新年にあたり、町民の皆様には輝かしい新春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、町議会に対し特段のご理解とご協力
を賜り厚くお礼申し上げます。
　議員一同これまで以上に、町民の皆様の声を町
政に反映できますよう取り組んでまいります。
　また、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染
症の収束が見えない中、皆様には新しい生活様式

により感染防止に努めていただいているところで
あり、議会といたしましても、安全・安心に暮ら
せるよう行政一体となり必要な支援策を推進して
まいります。
　どうか本年も相変わらぬご理解とご協力をお願
い申し上げます。

　　　　　　鞍手町議会議長　　星　　正　彦


